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本資料の趣旨 

この資料は、「長野市公共交通ビジョン」の策定にあたり、現在の本市を取り巻く社会情勢の

変化や経済の状況、公共交通やその他交通手段に関するデータを整理したものである。
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1. 本市を取り巻く情勢と課題 

1.1 本市を取り巻く社会環境 

(1) 人口動向 

出典：実績値は国勢調査、推計値は平成 25年度 長野市将来人口推計結果   

図 1 長野市の人口推移 

出典：実績値は国勢調査、推計値は平成25年度長野市将来人口推計結果   

図 2 長野市の年齢階層別構成比の推移 
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出典：国勢調査

図 3 長野市の世帯数と世帯構成人員の推移 
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(2) 都市構造 

図 4 人口分布 

中心部において、鉄道沿線では

ないものの集積がみられる 
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図 5  DID 地区面積と DID 地区内人口密度の推移 

出典：長野市統計書（国勢調査）

図 6 DID 地区の変遷 

DID地区面積とDID地区内人口密度の推移
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○公共施設分類一覧 

学校：私立・国立小中学校・高等学校・高等専門学校・短期大学・大学・盲学校・ろう学校・養護学校

病院：一般病院・国立療養所・医療センター・精神病院・主要な診療所

福祉施設：老人福祉施設・老人憩の家・有料老人ホーム・保護施設・婦人保護施設・身体障害者更生援護施設・児童福祉施設・知的

障害者援護施設・精神障害者社会復帰施設・母子福祉施設・その他の社会福祉施設・保育所・へき地保育所

行政サービス：県庁・地方事務所・市役所・支所・保健所（保健センター）
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図 7 主要施設分布 

小中学校・高等学校・高等専門学校・短期大学・大学・盲学校・ろう学校・養護学校

病院：一般病院・国立療養所・医療センター・精神病院・主要な診療所

福祉施設：老人福祉施設・老人憩の家・有料老人ホーム・保護施設・婦人保護施設・身体障害者更生援護施設・児童福祉施設・知的

障害者援護施設・精神障害者社会復帰施設・母子福祉施設・その他の社会福祉施設・保育所・へき地保育所

支所・保健所（保健センター）

市内施設数 圏域内
学校 37
病院 28
福祉施設 170
行政サービス 56

公共交通による施設カバー率

福祉施設：老人福祉施設・老人憩の家・有料老人ホーム・保護施設・婦人保護施設・身体障害者更生援護施設・児童福祉施設・知的

障害者援護施設・精神障害者社会復帰施設・母子福祉施設・その他の社会福祉施設・保育所・へき地保育所

圏域内 圏域内割合
33 89.2%
28 100.0%
148 87.1%
53 94.6%

公共交通による施設カバー率
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出典：全国大型小売店舗要

図 8 大型商業施設 

全国大型小売店舗要覧 2009 

(運行本数 50 本/日以上)
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(3) 経済状況 

出典：平成 21年度経済センサス      出典：商業統計（経済産業省）、工業統計（経済産業省）

図 9 長野市・産業分類別の従業者数推移（S56～H18） 図 10 長野市・小売販売額・製造品出荷額推移（H6～H19）

出典：第四次長野市総合計画（後期計画）

図 11 歳入・歳出（普通会計）と財政調整のための基金残高（H18～H32）
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図 12 交通全般に係る支出額 
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図 13 市が関与するバス等の運行に係る経費



1.2 本市の公共交通の現状と課題 

(1)交通サービスの状況 

11 

出典：デジタル道路地図

図 14 道路網 
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図 15 公共交通網 
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表 1 公共交通サービスの状況

図 16 公共交通カバー圏域の状況 

割合 割合 割合

人口（人） 381,511 71,463 18.7% 310,620 81.4% 322,008 84.4%

面積（km2） 834.85 19.11 2.3% 256.09 30.7% 260.49 31.2%

バス300m圏域
鉄道600m圏域＋

バス300m圏域
鉄道600m圏域長野市

全体
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図 17 バス運行本数の状況 



図 18 乗合

15 

乗合タクシー・コミュニティバスと路線バスの交通結節点 
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図 19 自転車走行環境整備の状況 

自転車道 自転車レーン 自転車通行位置の明示

運動公園通り線 上松吉田線 県道三才大豆島中御所線
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駅名 名称 利用時間

豊野駅北口自転車駐車場 24時間 50

豊野駅北口第二自転車駐車場 24時間 65

豊野駅南口自転車駐車場 24時間 50

信濃浅野駅 信濃浅野駅自転車駐車場 24時間 41 41

北長野駅駅前広場自転車駐車場 24時間 192

北長野駅北口用水上自転車駐車場 24時間 116

北長野駅南口公園自転車駐車場 24時間 168

信濃吉田駅北口自転車駐車場 24時間 173

信濃吉田駅北口自由通路下自転車駐車場 24時間 36

三才駅駅前広場自転車駐車場 24時間 198

三才駅北側自転車駐車場 24時間 186

長野駅自転車駐車場
3月～11月　6:30～20:30
12月～２月　7:00～20:00

900

長野駅東口自転車駐車場 24時間 1,320

長野駅東口第二自転車駐車場 24時間 532

中御所自転車駐車場 24時間 75

安茂里駅北側自転車駐車場 24時間 199

安茂里駅高架下自転車駐車場 24時間 387

安茂里駅南側自転車駐車場 24時間 82

川中島駅自転車駐車場 24時間 541

川中島駅高架下自転車駐車場 24時間 518

川中島駅第二高架下自転車駐車場 24時間 110

今井駅東口自転車駐車場 24時間 491

今井駅西口自転車駐車場 24時間 156

今井駅高架下自転車駐車場 24時間 200

篠ノ井駅北側水路上自転車駐車場 24時間 250

篠ノ井駅西口自転車駐車場 24時間 682

篠ノ井駅東口自転車駐車場 24時間 769

篠ノ井駅南側こ線橋下自転車駐車場 24時間 37

稲荷山駅 稲荷山駅自転車駐車場 24時間 158 158

朝陽駅 朝陽駅自転車駐車場 24時間 306 306

旧松代駅 松代駅自転車駐車場 24時間 110 110

善光寺下駅 善光寺下駅自転車駐車場 24時間 73 73

権堂駅 権堂駅自転車駐車場 24時間 70 70

丹波島橋南バス停 丹波島橋南自転車駐車場 24時間 160 160

本郷駅 本郷駅自転車駐車場 ー 55 55

桐原駅 桐原駅自転車駐車場 ー 80 80

附属中学前駅 附属中学校前駅自転車駐車場 ー 163 163

柳原駅 柳原駅自転車駐車場 ー 229 229

ー

事業者
設置

事業者設置合計

合計

9,401

527

9,928

自転車収容台数
（台）

165

476

209

384

2,827

市営施設合計

市営
668

1,169

847

1,738

三才駅

安茂里駅

川中島駅

長野駅

今井駅

信濃吉田駅

豊野駅

北長野駅

篠ノ井駅

表 2 駐輪場の状況

出典：H23年度 指標・目標値の達成状況報告書 

表 3 H23 年度 指標・目標値の達成状況報告書での放置自転車撤去台数目標 



・容易なアクセス手段がない

観光資源も多い 

・観光資源を生かすには、バ

ス等の他の公共交通手段

等を整備する必要 
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出典：（財）ながの観光コンベンションビューローパンフレット

・ながのし暮らしの便利帳

図 20 長野市内の観光地 

：（財）ながの観光コンベンションビューローパンフレット

・ながのし暮らしの便利帳
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(2)交通利用実態の状況 

                      出典：長野市交通事故統計

図 21 乗用車の保有台数の推移 

               出典：長野都市圏パーソントリップ調査

図 22 代表交通手段分担率の変化 

                          出典：国勢調査

図 23 通勤通学時交通手段分担率 
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出典：長野市統計書

図 24 鉄道の乗降客数 

出典：長野市統計書

図 25 路線バス輸送人員 
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          出典：一般社団法人 長野県タクシー協会資料

図 26 タクシー輸送人員の推移
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出典：第 2回長野都市圏パーソントリップ調査（H13）をベースに人口変化を反映した H24 年推計値を作成

図 27 市内交通流動 
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出典：H22道路交通センサス 

図 28 時間交通量 

上信越自動車道
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出典：H22道路交通センサス

図 29 道路混雑度 

混雑度 交通状況の推定 

1.0 未満
昼間 12 時間を通して、道路が混雑することなく円滑に走行できる。渋滞やそれに伴う極端
な遅れはほとんどない。

1.0～1.25 昼間 12 時間のうち道路が混雑する可能性のある時間帯が１～２時間（ピーク時間）ある。
何時間も混雑が連続するという可能性は非常に小さい。

1.25～1.75 ピーク時間はもとより、ピーク時間を中心として混雑する時間帯が加速度的に増加する可能
性の高い状態。ピーク時のみの混雑から日中の連続的混雑への過度状態と考えられる。

1.75 以上 慢性的混雑状態を呈する。

上信越自動車道

403
18

19
117

406

長野 IC

交通量 
混雑度 ＝  

交通容量 
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出典：長野市交通事故統計

図 30 事故発生状況の推移 

出典：長野市交通事故統計

図 31 高齢者（65歳以上）の事故件数と割合 
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出典：長野市資料

図 32 長野市の温室効果ガス排出量の推移 

部門

分類 年間消費量換算 t-CO2 割合 年間消費量換算 t-CO2 割合

電　力 約4,120kwh 約1.72 37.9% 約4,234kwh 約1.44 34.0%

灯　油 約321 約0.8 17.6% 約308 約0.77 18.2%

ガ　ス 約239 約0.51 11.4% 約243 約0.52 12.3%

運　輸 自動車 約546 約1.27 28.0% 約567 約1.32 31.1%

廃棄物 廃棄物 約0.23 5.0% 約0.19 4.5%

計 4.53 4.24

※自動車の年間消費量はガソリン換算

※世帯数152,343世帯（H22.4.1住民基本台帳から）

※参考：世帯当たり平均人員2.6人（H22国勢調査から）

※四捨五入の関係で合計が100%になりません

2009年度(平成21年度) 2010年度(平成22年度)
分野別

家　庭

出典：長野市資料

図 33 長野市の一世帯当たり平均排出量の内訳 
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市民の公共交通に対するニーズ（アンケート調査を活用）

公共交通の必要性について「現時点でも必要不可欠」「将来は必要」との回答が90パーセント以上

である。 

「行政の負担は増えても公共交通の維持・確保に努めるべき」との回答が 70パーセントを超えてい

る。 

自家用自動車の利用については、「極力、使用を控えたい」「徐々に自転車や公共交通に切り替え

ていきたい」「距離や目的地によって使い分けしていきたい」が 50 パーセント以上となり、自家用車

の利用を控える意識が根付きつつある。 

市街地への自動車流入抑制については「規制的手法もやむを得ない」が 40 パーセントに対して、

「個人の自主的な行動にまかせるべき」「市民運動による啓発により誘導するべき」が 50 パーセン

ト以上である。

＜自動車流入規制の考え方＞

規制的手法もや

むを得ない

41%

市民運動による

啓発により誘導

すべき
22%

個人の自発的な

行動にまかせる

べき
32%

その他

5%

(n=1631)

＜公共交通の位置づけについて＞

将来は必要

62%

現在も将来も

必要なし

6%

現在でも

必要不可欠

29%

その他

3%

(n=1379)

これ以上、行政の

負担を増やすべ

きではない

19%

その他

5%

行政負担が

増えても

公共交通の

維持・確保に

努めるべき

76%

(n=1347)

＜公共交通の維持・確保について＞

＜自家用車の利用の考え方＞

極力、使用を

控えたい

9%

徐々に自転車や

公共交通に切り

替えていきたい
6%

距離や目的地に

よって使い分け

をしていきたい
45%

運転が可能な間

は自家用自動車

を利用したい
35%

その他

5%

(n=1664)
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「今までどおりバスを利用し、乗り換えて新しい交通システムを利用する」が 40 パーセントで最も多

く、次いで「乗換地点までの利便性が高まれば、今まで以上にバスを利用し、乗り換えて新しい交

通システムを利用する」が 33パーセントとなっている。

一方で「乗り換える手間が増えるため、バスや新しい交通システムは利用しない」も約1割を占めて

いる。

その他

7%
バスや新しい交

通システムは利

用しない

13% 今までどおりバ

スを利用し、乗り

換えて新しい交

通システムを利

用

40%

乗換地点までは

他の交通手段で

行き、直接新し

い交通システム

を利用

7%
今まで以上にバ

スを利用し、乗り

換えて新しい交

通システムを利

用

33%

(n=332)

＜新たな交通システムの導入後の行動＞
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バス交通を利用しない理由に、「自動車のほうが便利」との回答が 6割以上で、次いで「バスの  

サービスが不便」が多い。

バスサービスが不便な点としては、「本数が少ない」「運賃が高い」と回答した人が半数以上を占め

ている。

出典：H25長野市生活路線バス等に関する市民・利用者アンケート調査 

図 34 バスを利用しない理由とバスのサービスが不便な点 

問3-3　普段の行動でバスを利用しない理由（複数回答可）

20.4%

64.7%

11.8%

4.3%

15.6%

21.5%

9.5%

6.5%

26.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

目的地が近い

自動車のほうが便利

自転車のほうが便利

鉄道のほうが便利

バス停が遠い

目的地までバス路線がない

仕事で自動車を使う

誰かが自動車で送迎してくれる

バスのサービスが不便

(n=1151)

問3-4　バスのサービスが不便な点（複数回答可）

37.7%

32.7%

71.7%

25.7%

8.7%

23.0%

52.3%

10.0%

21.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

所要時間がかかる

時間どおりにバスが来ない

本数が少ない

乗換が面倒

始発が遅い

終発が早い

運賃が高い

小銭での支払いが面倒

路線がわかりづらい

(n=300)
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運行本数については、「平日20時以降」「休日の本数」が少ないと思う回答とともに、「終発が早い」

との回答が多い。

「バス停に屋根がない」「バスの到着時刻がわからない」などの、バス待合環境についても不満が

多い。

出典：H25長野市生活路線バス等に関する市民・利用者アンケート調査 

図 35 現在のバスサービスについての満足度 

問2-1　現在のバスサービスについての満足度【項目別】
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12.9%
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14.6%
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34.9%

16.2%

22.8%

27.3%

22.7%
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32.7%

28.1%

14.5%

25.2%

27.5%

26.0%

19.5%

28.7%

14.8%

11.0%

23.5%

28.0%

19.6%

21.8%

18.7%

26.3%

16.0%

26.2%

25.5%

34.9%

21.1%

30.1%

20.1%

29.8%

26.0%

19.1%

20.8%

31.6%

22.8%

19.8%

27.3%

39.4%

17.4%

44.0%

23.7%

23.2%

28.0%

33.9%

26.8%

29.1%

28.3%
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18.7%
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23.0%
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18.2%
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19.8%
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16.8%
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14.1%
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26.0%

23.9%

29.1%

28.7%

30.9%

21.3%

33.9%

14.0%

17.0%
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24.0%

19.0%

7.5%

9.0%

6.7%
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12.2%

7.3%

6.5%

10.6%

11.8%

11.4%

11.7%

31.4%

11.0%

9.7%

12.0%

11.8%

13.1%

9.5%

17.6%

9.0%

8.2%

6.9%

8.4%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日7～9時台の本数が少ない

平日10～16時台の本数が少ない

平日17～19時台の本数が少ない

平日20時台～の本数が少ない

休日の本数が少ない

始発が遅い

終発が早い

定時性がない

自動車より時間がかかる

鉄道との乗り継ぎが悪い

運賃が高い

乗り継ぎ時の割引がない

支払が面倒

乗降口の段差が大きい

座席が少ない

握り棒・つり革が少ない

乗り心地（急発進・急停車）が悪い

乗務員の接客態度が悪い

到着時間がわかりにくい

バス停まで遠い

バス停に屋根がない

バス停にベンチがない

バスの到着時刻がわからない

のりば・時刻表が会社別で不便

バスに関する情報が少ない、わかりづらい

凡例 非常にそう思う ややそう思う どちらとも言えない 全くそう思わないそう思わない

(n=314)

(n=339)

(n=303)

(n=321)

(n=341)

(n=334)

(n=326)

(n=329)

(n=338)

(n=333)

(n=336)

(n=341)

(n=331)

(n=330)

(n=338)

(n=325)

(n=319)

(n=313)

(n=304)

(n=311)

(n=302)

(n=324)

(n=319)

(n=308)

(n=316)
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改善してほしいものについては、満足度の低い「運賃が高い」「バスの到着時刻がわからない」に 

加えて、「定時性がない」という要望が多くなっている。

出典：H25長野市生活路線バス等に関する市民・利用者アンケート調査 

図 36 バスの問題点について改善して欲しいもの 

問2-2　バスの問題点について改善して欲しいもの（５つまで選択可）

26.6%

13.9%

15.2%

27.2%

21.5%

14.6%

29.1%

34.8%

7.6%

8.2%

39.9%

3.8%

1.9%

16.5%

9.5%

3.2%

8.9%

14.6%

9.5%

8.9%

24.7%

13.9%

31.0%

7.0%

18.4%

0% 20% 40% 60%

平日7～9時台の本数が少ない

平日10～16時台の本数が少ない

平日17～19時台の本数が少ない

平日20時台～の本数が少ない

休日の本数が少ない

始発が遅い

終発が早い

定時性がない

自動車より時間がかかる

鉄道との乗り継ぎが悪い

運賃が高い

乗り継ぎ時の割引がない

支払が面倒

乗降口の段差が大きい

座席が少ない

握り棒・つり革が少ない

乗り心地（急発進・急停車）が悪い

乗務員の接客態度が悪い

到着時間がわかりにくい

バス停まで遠い

バス停に屋根がない

バス停にベンチがない

バスの到着時刻がわからない

のりば・時刻表が会社別で不便

バスに関する情報が少ない、わかりづらい

(n=158)
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2.  上位計画の整理 

2.1 まちづくり関連 

(1)長野市中心市街地活性化基本計画【第二期計画】 

（策定年：平成 24 年、計画期間：平成25年度～平成 28年度） 

二期基本計画では、一期基本計画のテーマを継承し、今後のさらなる中心市街地活性化の取り組

みにより、中心市街地が、善光寺参道を軸とした「門前都市・ながの」として、将来に向かって継続

的に発展していくことを目指すとしている。

交通に関する事項としては、中心市街地において歩行者空間の利便性向上を図りまちなか観光を

促進することや、公共交通の充実により歩いて暮らせるまちづくりを行うことなどを基本方針として

あげており、その実現に向けた整備内容を示している。

出典：長野市中心市街地活性化基本計画／平成 24年 4月

図 37 中心市街地活性化基本計画の戦略 
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(2)長野市やまざと振興計画 

（計画期間：平成 22年度～平成 28年度） 

長野市内の約 75 パーセントを占めている「中山間地域」の振興計画において、基本方針の 1 つと

して、「安全安心な生活の確保」を掲げ、児童・生徒や高齢者などの通学や通院、買い物などの日

常生活を支える移動手段の確保・維持するために、市バス等運行事業、空白型乗合タクシー運行

事業等を主要事業として挙げている。

出典：長野市やまざと振興計画／平成 25年 4月

図 38 長野市やまざと振興計画の施策展開
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(3)長野市過疎地域自立促進計画 

（計画期間：平成 22年度～平成 27年度） 

過疎地域の公共交通の現況は、大岡地区以外は地区内を巡回する市バスと民間会社による市中

心部とを結ぶ路線バスが運行されている。各地区の問題点として、車の運転ができない高齢者等

が増加しているため、移動手段の確保のためにバス路線の維持が課題となっている。

各地区の交通確保の対策は、必要なサービスの効率的な提供により利用促進を図り、公共交通

機関の維持に努めるとしている。

表 4 各地区の交通確保対策 

地区名 
交通確保対策 

現況と問題点 対策 

戸隠 

地区内を巡回する市バスを２路線（別にデマ

ンド運行有り）運行しています。また、民間

バス会社により市中心部と結ぶ路線バス３路

線が運行されていますが、このうち１路線は

市の支援により運行が継続されています。 

車の運転ができない高齢者等が増加する中、

住民の移動手段の確保のためにはバス路線の

維持が課題となっています。 

市バスの路線、ダイヤなどの見直しと計

画的な車両の更新により、必要なサービ

スを効率的に提供するとともに、民間バ

ス事業者の路線バスを含めて利用促進を

図り、公共交通機関の維持に努めます。 

鬼無里 

地区内を巡回する市バスを２路線（別にデマ

ンド運行有り）運行しています。また、民間

バス会社により市中心部と結ぶ路線バス１路

線が運行されています。 

車の運転ができない高齢者等が増加する中、

住民の移動手段の確保のためにはバス路線の

維持が課題となっています。 

市バスの路線、ダイヤなどの見直しと計

画的な車両の更新により、必要なサービ

スを効率的に提供するとともに、民間バ

ス事業者の路線バスを含めて利用促進を

図り、公共交通機関の維持に努めます。 

大岡 

民間バス会社による路線が存在しないため、

市バスが篠ノ井地区まで運行しているほか、

デマンドにより地区内及び信州新町地区まで

ハッピー号を運行しています。 

車の運転ができない高齢者等が増加する中、

住民の移動手段の確保のためにはバス路線の

維持が課題となっています。 

市バス等の路線、ダイヤなどの見直しと

計画的な車両の更新など、必要なサービ

スの効率的な提供により利用促進を図

り、公共交通機関の維持に努めます。 

信州新町 

地区内を巡回する市バスを13路線（曜日によ

りデマンド）運行しています。また、民間バ

ス会社により市中心部と結ぶ路線バス１路線

と、篠ノ井地区と結ぶ路線バス１路線が運行

されていますが、篠ノ井地区と結ぶ路線は市

の支援により運行が継続されています。 

車の運転ができない高齢者等が増加する中、

住民の移動手段の確保のためにはバス路線の

維持が課題となっています。 

市バスの路線、ダイヤなどの見直しと計

画的な車両の更新により、必要なサービ

スを効率的に提供するとともに、民間バ

ス事業者の路線バスを含めて利用促進を

図り、公共交通機関の維持に努めます。 

中条 

地区内を巡回する市バスを９路線運行してい

ます。また、民間バス会社により市中心部と

結ぶ路線バス1路線が運行されています。 

車の運転ができない高齢者等が増加する中、

住民の移動手段の確保のためにはバス路線の

維持が課題となっています。 

市バスの路線、ダイヤなどの見直しと計

画的な車両の更新により、必要なサービ

スを効率的に提供するとともに、民間バ

ス事業者の路線バスを含めて利用促進を

図り、公共交通機関の維持に努めます。 

出典：長野市過疎地域自立促進計画／平成 22年度－平成 27年度
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図 39 交通通信体系の整備、情報化及び地域間交流の促進に関する事業計画 

出典：長野市過疎地域自立促進計画／平成 22年度－平成 27年度
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(4)第二次長野市環境基本計画 

（策定年：平成 24 年、計画期間：平成24年度～平成 28年度） 

環境基本計画では、温室効果ガス排出削減目標を掲げており、交通関連の取り組みとして、マイカ

ーの使用抑制と公共交通機関の利用促進が挙げられている。

図 40 温室効果ガス排出削減に向けた交通関連の取り組み

出典：第二次長野市環境基本計画／平成 24年 4月 
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(5)長野市地球温暖化対策地域推進計画 

（策定年：平成 21 年、計画期間：短期～平成 21 年・中期～平成 32年・長期～平成 62 年） 

望ましい姿として、「歩いて暮らせるまち」を掲げ、車利用の抑制、自転車の積極的利用、公共交通

機関の効率良い運行が挙げられている。

また、方針に対応した施策の１つとして、新交通システムの導入を挙げている。

出典：長野市地球温暖化対策地域推進計画／平成 21 年 12 月

図 41 長野市が目指す温室効果ガス濃度の安定化に向けた望ましい姿

出典：長野市地球温暖化対策地域推進計画／平成 21年 12 月

図 42 望ましい姿を実現するための方針
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(6)長野市観光振興計画 

（策定年：平成 23 年、計画期間：平成24年度～平成 28年度） 

市内中心部にある善光寺のほか、戸隠・松代といった主要な観光地の魅力を開発するとともに、こ

れら魅力の向上とあわせて、各地を結ぶ交通機関の整備が必要と考えられる。

出典：長野市観光振興計画／平成 23年 10 月

図 43 魅力ある観光地づくりの方針
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(7)第７次長野市高齢者福祉計画 

（策定年：平成 27 年、計画期間：平成27年度～平成 29年度） 

高齢者を含む交通弱者の移動手段の確保を図るとともに、誰でも公共交通を安心かつ便利に利

用できる環境整備を促進することを示している。

地域、事業者、行政が一体となって交通体系の整備や、モビリティ・マネジメント等による利用の 

促進のほか、バリアフリー化も進めていくこととしている。

                出典：第７次長野市高齢者福祉計画／平成 27年度－平成 29年度

図 44 高齢者が利用しやすい道路等の整備

公共交通機関の整備【交通政策課】 

■施策の目的・内容 

○地域や市民ニーズに応じ高齢者を含む交通弱者の移動手段の確保を図ります。また、

誰でも公共交通を安心かつ便利に利用できる環境の整備を促進します。

■これまでの実施状況 

○市バス、廃止代替バスを運行するほか、将来廃止の恐れのある民間不採算路線の経費

の一部に補助を行い、運行の継続を支援しています。

○地域循環バスや乗合タクシーを導入し、交通空白地域・不便地域の解消を図っていま

す。

○交通事業者が行う施設・設備の改修等に要する経費に補助を行い、バリアフリー化を

促進しています。

○地域の関係者による協議会を組織し、公共交通の再生・活性化を目指す取組を進めて

います。

■現状と課題 

○モータリゼーションの進展により公共交通の利用者減少に歯止めが掛からず、

公共交通の維持・確保が困難な状況となっています。

○バリアフリー化を行うに当たっては交通事業者にも多額の資金が必要となること

から、施設・設備の改修等がなかなか進みにくい状況です。

■今後の方針・目標 

○地域、事業者、行政が一体となって交通体系（ネットワーク）の整備を進めます。

○公共交通の利便性を向上させるため、長野市バス共通ＩＣカードの近隣市町村バスや

鉄道への導入等による利用エリアの拡大を図るとともに、モビリティ・マネジメント

の推進により公共交通の利用促進に努めます。

○安心して公共交通を利用できる環境を整備するため、バリアフリー化に対する支援を

継続します。
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(8)長野市障害者基本計画 

（策定年：平成 23 年、計画期間：平成23年度～平成 32年度） 

今後の施策の方向性について、短期目標としては、事業所が積極的に事業の利活用を図ること

や、長短時間の利用負担の見直しを行うなど、移動支援の充実を示している。

また、長期目標としては、「生活を支えるバス」とするための地域公共交通ネットワークの構築や公

共交通機関の利用促進を図るための自転車駐車場整備など、日常の移動手段の充実を示してい

る。

図 45 生活の移動手段の確保に関する目標と主な事業

出典：長野市障害者基本計画／平成 23年度－平成 32年度
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2.2 交通政策関連 

(1)北しなの線新駅設置調査 

平成27年の北陸新幹線長野・金沢間開業に伴い、第三セクター「しなの鉄道（株）」に移管されるこ

とが決まっている信越本線について新駅設置の可能性を検討している。

検討対象としては、「長野駅～北長野駅間」、「北長野駅～三才駅間」及び「三才駅～豊野駅間」の

３区間を対象とし、各区間において１箇所ずつ計３箇所の適地を選定し、比較検討を行っている。

検討内容をもとに、既存の公共交通機関からの転換による影響に配慮したうえで、事業者との十

分な協議を行い設置に向けた合意形成を図っていくとしている。

目的 本調査は、平成 27 年の北陸新幹線長野・金沢間開業に伴い、第三セクター「しなの

鉄道（株）」に移管されることが決まっている信越本線について、公共交通幹線とし

て市民の移動利便性向上と公共交通利用促進のため、新駅の設置に向けた諸条件を整

理し、可能性の究明及び設置計画の検討を行ったものである。 

概要 信越本線長野駅～豊野駅間において、「長野駅～北長野駅間」、「北長野駅～三才駅

間」及び「三才駅～豊野駅間」の３区間を対象とし、各区間において１箇所ずつ計３

箇所の適地を選定し、比較検討を行った。 

結論 需要、駅周辺状況及び駅施設の設置の難易度を考慮すると、「北長野～三才間」への

設置に優位性が認められる。 

今後の

対応 

既存の公共交通機関からの転換により、事業者の経営に影響を及ぼすことに配慮し、

事業者との十分な協議・調整をして合意形成を図っていく。 

出典：長野以北並行在来線（信越本線）新駅設置調査／平成 25年 1月

図 46 検討対象地域図
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(2)千曲川新道活性化プラン 

長野電鉄屋代線の鉄道跡地については、サイクリングやウォーキングを楽しむ道路として整備する

こととしている。

また、各駅については、サイクルアンドライド駐輪場の代替バスでの活用、パークアンドライド駐車

場の整備等を掲げている。

図 47 長野電鉄屋代線鉄道跡地の活用方針  

出典：千曲川新道活性化プラン／平成 24年 12 月 
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3. 策定の経過 

3.1 長野市交通対策審議会 

開催年月日 議 題 

第１回 

 平成 25年4月 23日 

●長野市公共交通ビジョンについて 

市長より「長野市公共交通ビジョン」策定について、審議会へ

諮問 

第 2回 

 平成 25年7月 30日 

●長野市公共交通ビジョンについて 

部会の構成、庁内体制について 

ビジョンの全体構成について 

骨子案（総論部分）について 

公共交通の将来像について  

市民アンケート・バス利用者アンケートについて 

第 3回 

 平成 2６年2月 12日 

●長野市公共交通ビジョンについて 

各部会の検討状況について 

ビジョン案（総論部分について） 

  ・計画期間 

  ・公共交通の役割 

  ・公共交通の将来像 

第 4回 

 平成 27年２月９日 

●長野市公共交通ビジョンについて 

各部会の検討結果について 

市民意見の募集について 

第 5回 

 平成 27年5月 29日 

●長野市公共交通ビジョンについて 

市民意見募集結果について 

答申（案）について 
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(1)公共交通ネットワーク最適化部会 

開催年月日 議 題 

第１回 

 平成 25年9月 4日 

●部会の検討内容等について 

●長野市の施策の状況について 

●他市の事例について 

第 2回 

 平成 25年 12月 20日 

●公共交通軸の考え方について 

●既存施策の見直しについて 

第 3回 

 平成 2６年2月 25日 

●公共交通軸の考え方について 

●既存施策の見直しについて 

●ネットワーク最適化に質する新規施策について 

第 4回 

 平成 26年5月 26日 

●新交通システムの必要性について 

●ネットワーク最適化に質する施策について 

第 5回 

 平成 27年１月２６日 

●公共交通ネットワーク最適化に資する施策について 

●スケジュールについて 

(2)公共交通利用促進部会 

開催年月日 議 題 

第１回 

 平成 25年9月 26日 

●部会の検討内容等について 

●長野市の施策の状況について 

●他市の事例について 

第 2回 

 平成 25年 12月 20日 

●公共交通利用促進施策について 

●モビリティ・マネジメントについて 

●自転車利用促進施策について 

●公共交通利用環境の改善について 

第 3回 

 平成 2６年2月 26日 

●公共交通利用促進施策について 

●公共交通基幹の利用に対するインセンティブについて 

●自動車の規制的手法について 

第 4回 

 平成 26年5月 27日 

●公共交通利用促進施策について 

第 5回 

 平成 27年１月27日 

●公共交通利用促進施策について 

●スケジュールについて 
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3.2 庁内会議 

(1)総合調整会議 

開催年月日 議 題 

平成 25年 7月 17日 

副市長プロジェクト「公共

交通利便性向上」会議・公

共交通のあり方検討（長野

市公共交通ビジョン策定）

ＰＪ 

●ビジョン策定の目的・経緯について 

●部会の構成、庁内体制について 

●ビジョンの全体構成について 

●骨子案（総論部分）について 

●公共交通の将来像について  

●市民アンケート・バス利用者アンケートについて 

平成 26年 2月 7日 ●生活バス路線等に関する市民アンケート・利用者アンケートにつ

いて 

●長野市公共交通ビジョンについて 

各部会の検討状況について 

ビジョン案（総論部分について） 

  ・計画期間 

  ・公共交通の役割 

  ・公共交通の将来像 

(2)総合調整会議幹事会 

開催年月日 議 題 

第１回 

 平成 25年7月 11日 

副市長プロジェクト「公共

交通利便性向上」会議・公

共交通のあり方検討（長野

市公共交通ビジョン策定）

ＷＧ 

●ビジョン策定の目的・経緯について 

●部会の構成、庁内体制について 

●ビジョンの全体構成について 

●骨子案（総論部分）について 

●公共交通の将来像について 

●市民アンケート・バス利用者アンケートについて 

第 2回 

 平成 25年 12月 18日 

●第 1回の各部会の検討状況について 

（公共交通ネットワーク最適化部会、公共交通利用促進部会） 

●長野市交通対策審議会、部会の今後の流れについて 

●第 2回の各部会の検討内容について 
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開催年月日 議 題 

第 3回 

 平成 26年1月 31日 

●生活バス路線等に関する市民アンケート・利用者アンケートにつ

いて 

●長野市公共交通ビジョンについて 

各部会の検討状況について 

ビジョン案（総論部分について） 

  ・計画期間 

  ・公共交通の役割 

  ・公共交通の将来像 

第 4回 

 平成 26年2月 21日 

●第３回の各部会の検討内容について 

（公共交通ネットワーク最適化部会、公共交通利用促進部会） 

第 5回 

 平成 26年5月 23日 

●第 4回の各部会の検討内容について 

（公共交通ネットワーク最適化部会、公共交通利用促進部会） 

第 6回 

 平成 27年２月４日 

●長野市公共交通ビジョンについて 

各部会の検討結果について 

市民意見の募集について 

第 7回 

 平成 27年５月13日 

●長野市公共交通ビジョンについて 

市民意見募集結果について 
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4. 策定体制 

委員20人
学識経験者 ２人 民間諸団体 ４人

交通事業者 ６人 行政機関 ４人
公募委員 ４人

公共交通ネットワーク
最適化部会

委員15人
学識経験者 １人

民間諸団体 １人
交通事業者 ６人
行政機関 ５人
公募委員 ２人

公共交通利用促進部会

委員15人
学識経験者 １人
民間諸団体 ３人
交通事業者 ６人
行政機関 ３人

公募委員 ２人

長野市交通対策審議会

市 長

○長野市公共交通ビジョン策定に係る総合調整会議

○長野市公共交通ビジョン策定に係る総合調整会議幹事会

市役所内部

諮問 答申

市民

(ホーム
ページ)
(市民意見

募集制度)

市議会説明
意見

情報共有
意見把握
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5. 策定委員名簿 

5.1 長野市交通対策審議会 

（五十音順：敬称略） 

所属機関 役職 氏名 備考

長野電鉄株式会社
企画部長 伊藤 啓悟 平成 27年２月から

企画部長 鳥川 健二 平成 27年２月まで

アルピコ交通株式会社
執行役員 長野支社長 今村 正平 平成 27年２月から

取締役 長野支社長 鈴木 立彦 平成 27年２月まで

長野南警察署

交通課長 三石 研也 平成 27年５月から

交通課長 三澤 謙司 平成 27年２月から平成27年５月まで

交通課長 岩﨑 善宣 平成 27年２月まで

長野商工会議所
副会頭 岩野  彰 平成 27年２月から

総務委員長 ◎宮崎 一治 平成 27年２月まで

長野中央警察署

管理官（交通担当） 土屋 伸幸 平成 27年５月から

管理官（交通担当） 松島 敏史 平成 27年２月から平成27年５月まで

管理官（交通担当） 小山 健二 平成 27年２月まで

公募委員 坂口 康美

信州大学工学部 教授 髙木 直樹

国土交通省北陸信越運輸局

長野運輸支局

首席運輸企画専門官 竹村 康仁 平成 27年５月から

首席運輸企画専門官 高山 和良 平成 27年５月まで

公募委員 竹内 勇夫

（一社）長野県タクシー協会 長野支部長 中村 行隆

公募委員 新名 俊郎

長野市民生児童委員協議会
川中島地区会長 平栗 美保子 平成 26年２月から 

第二地区会長 森 かをる 平成 26年２月まで

しなの鉄道株式会社 代表取締役社長 藤井 武晴

公募委員 水野 富雄

長野県長野建設事務所
維持管理課長 村山 幸男 平成 27年２月から

維持管理課長 市岡 進 平成 27年２月まで
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所属機関 役職 氏名 備考

長野工業高等専門学校 教授 柳澤 吉保

長野市地域女性ネットワーク 会長 柳原 静子

東日本旅客鉄道株式会社

長野支社
企画室長 油井 博志

長電バス株式会社 代表取締役社長 湯本 卓邦

長野市交通安全家族連絡会 代表 ○吉澤 久子

◎：会長 ○：副会長 

5.2 公共交通ネットワーク最適化部会 

（五十音順：敬称略） 

所属機関
最終委員 当初委員

役職 氏名 役職 氏名

長野電鉄株式会社 企画部長 伊藤 啓悟 企画部長 鳥川 健二

（公財）ながの観光コンベンショ

ンビューロー
事務局長 駒津 善忠 常務理事 丸山 文昭

公募委員 坂口 康美 同左

長電バス株式会社
取締役総務部長

乗合バス部長
佐々木 弘明 同左 同左

国土交通省関東地方整備局

長野国道事務所
計画課長 高橋 哲 計画課長 水澤 良幸

国土交通省北陸信越運輸局

長野運輸支局
首席運輸企画専門官 高山 和良 同左 同左

しなの鉄道株式会社 経営企画課長 田中 哲也 経営企画課長 岩下 秀樹

長野中央警察署 交通第二課長 長橋 雅治 交通第二課長 赤尾 満

（一社）長野県タクシー協会 長野支部長 中村 行隆 同左 同左

長野市民生児童委員協議会 川中島地区会長 ○平栗 美保子 第二地区会長 森 かをる
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所属機関
最終委員 当初委員

役職 氏名 役職 氏名

アルピコ交通株式会社 長野営業所長 洞 信夫 長野営業所長 矢島 徳彦

公募委員 水野 富雄 同左

長野県長野建設事務所 維持管理課長 村山 幸男 維持管理課長 市岡 進

長野工業高等専門学校 教授 ◎柳澤 吉保 同左 同左

東日本旅客鉄道株式会社

長野支社
企画室長 油井 博志 同左 同左

◎：会長 ○：副会長 

5.3 公共交通利用促進部会 

（五十音順：敬称略） 

所属機関
最終委員 当初委員

役職 氏名 役職 氏名

長野電鉄株式会社 鉄道事業部長 井原 本雄 鉄道事業部次長 入江 清隆

アルピコ交通株式会社 課長 岡田 恵一 同左 同左

長電バス株式会社
取締役総務部長

乗合バス部長
佐々木 弘明 同左 同左

信州大学工学部 教授 ◎髙木 直樹 同左 同左

公募委員 竹内 勇夫 同左

国土交通省北陸信越運輸局

長野運輸支局
首席運輸企画専門官 中牧 俊明 同左 同左

（一社）長野県タクシー協会 長野支部長 中村 行隆 同左 同左

公募委員 新名 俊郎 同左

しなの鉄道株式会社
経営企画課

地域推進室長
三浦 靖弘 同左 同左

長野商工会議所 総務委員長 宮崎 一治 総務委員長 同左
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所属機関
最終委員 当初委員

役職 氏名 役職 氏名

長野県長野建設事務所 維持管理課長 村山 幸男 維持管理課長 市岡 進

長野市地域女性ネットワーク 会長 ○柳原 静子 同左 同左

東日本旅客鉄道株式会社

長野支社
企画室長 油井 博志 同左 同左

長野市交通安全家族連絡会 代表 吉澤 久子 同左 同左

長野南警察署 交通課 蓬田 基邦 交通課 嶋田 昌宏

◎：会長 ○：副会長 


